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　もう60年近く前の話である。1967年から1969年までの２年間、私は

英国のオックスフォード大学に留学した。東京大学法学部を卒業の後大

蔵省に入省し、一年余りの実務を経てからである。この経歴から無謀か

と思われたが、試験を主体とした経済学修士（B. Phil. Economics）を

目指し、幸運にも成功した。日本人として初めてであったが、この学位

には私が後年国際金融交渉にあたった際に予想以上の効能があった。

　留学中に世話になった教官の一人が、J. R. ヒックス教授である。同

大学の教育の中心は教官が学生に個人指導するいわゆる「チュートリア

ル」であり、講義への出席も、ゼミへの参加も必須ではなかったが、私

は同教授の「厚生経済学」のゼミに参加した。２年目の春学期の開始前、

掲示板にこのヒックス教授が “Theory of Economic History”（「経済

史の理論」）という講義をするとの告知が出た。われわれは経済史に理

論があるはずがない、 “History of Economic Theory”（「経済理論の歴

史」）の間違いではないかと噂したがそうではなかった。その説くとこ

ろは、それぞれの時代の経済学はその時代の環境を反映したものである

というようなことであった。私は少なからず驚いた。これでは、「下部

構造は上部構造を規定する」という「マルクス主義経済学」と似たよう

なものではないか。当時「マルクス主義経済学」と対峙していた「近代

経済学」の大学者であるはずのこの人物がそういう考えをもっていると
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